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研究成果の概要（和文）：EGCGの卵巣摘出（OVX）ラットの骨強度減少に対する効果を調べ
た。卵巣摘出は、有意に骨強度を低下させ、EGCGの投与はこの低下を抑制した。EGCGは破
骨細胞株（RAW264.7）における破骨細胞形成を抑制した。健康教室に通っている 60-80 代の
女性 11 名を対象として、粉末緑茶摂取と運動の影響について検討した。骨密度計による測定結

果では、56 日後の結果で、EGCG 投与郡に有意な増加傾向が認められた。これらの結果から、

EGCGは閉経後骨粗鬆症の症状を緩和する可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：We studied the protective effect of EGCG on bone loss in 
ovariectomized (OVX) rats. Ovariectomy significantly decreased femur bone strength. 
Supplementation of EGCG suppressed bone loss induced by OVX and osteoclastogenesis in 
RAW264.7.  We recruited eleven postmenopausal women, age 60-80. These women were 
given a daily EGCG tablet for 3 months. At 56 days, the SOS rate tended to increase as 
expected in the supplemented group. These observations confirmed that EGCG can prevent 
postmenopausal bone loss. 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・食生活学 
キーワード：粉末緑茶・カテキン・更年期・骨粗鬆症・運動負荷 
 
１．研究開始当初の背景 
 骨粗鬆症の具体的な予防には、若年層に最
大骨量をできるだけ高め、30 歳以降からは、
骨代謝すなわち「骨吸収」と「骨形成」のバ
ランスを維持して、骨量の減少を抑えること

が必須である。しかし、閉経後の女性は、エ
ストロゲンの消退により急激な骨代謝の変
化が生じ、骨密度が減少しはじめ、更年期か
ら老年期に入ると、骨密度はさらに低下し続
けるため、骨粗鬆症を発症するリスクが高く
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なる。 
このような、骨粗鬆症発症リスクが広く知ら
れているにも関わらす、日本人のカルシウム
摂取量はいまだに不足しており、特に骨形成
のピークとなる 15～30 歳代女性のカルシウ
ム所要量に対する充足率は満たされておら
ず、将来の骨粗鬆症の発症が懸念されている。 
一方、Nakagawaら（2002）によると、主要
な 緑 茶 カ テ キ ン で あ る 、
(-)epigallocatechin-3-gallate(EGCG)が破骨
細胞を殺す作用があることを明らかにして
いる。 
 
２．研究の目的 
 そ こ で 、 本 研 究 課 題 で は 、
(-)epigallocatechin-3-gallate(EGCG)を多量
に含む粉末緑茶を、食生活の付加として摂取
をすることにより、これまで得られた研究代
表者らの基礎的研究成果を格段に発展させ
ようと考えた。 
研究計画最終年度には、閉経後女性ボランテ
ィアを募り、食品として一般的に販売されて
いる粉末緑茶を摂させ、さらに、骨へのカル
シウムの沈着を促すための運動療法を組み
合わせて行うことにより、 
「粉末緑茶の摂取と運動療法による閉経後
骨粗鬆症予防効果」を明らかにすることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）卵巣摘出後、骨粗鬆症モデルラットを
作成し、エストロゲン量低下にともなう骨強
度を指標に、粉末緑茶と運動による効果を明
らかにする 
 
（2）緑茶成分を破骨細胞株細胞に添加し、
細胞数を指標に骨代謝動態に及ぼす影響を
明らかにする 
 
（3）健常閉経後女性ボランティアによる粉
末緑茶の摂取と運動療法による閉経後骨粗
鬆症予防を、骨密度を指標に明らかにする 
 
４．研究成果 
（1）EGCG の OVX ラットにおける骨強度への
影響 
 OVX ラットでは、骨強度が低下したが、EGCG
投与により骨強度減少に対する抑制作用が
確認された。今後、骨量減少や骨密度低下に
対する回復効果についても評価・検討を進め
ていく予定である。 
 
（2）EGCG の響破骨細胞株への影響 
 RAW264.7 細胞を用いた in vitro での検討
の結果、EGCG に有意な破骨細胞形成抑制作用
が認められた。今後、作用メカニズムの解析
を行っていく予定である。 

 
（3）健常人ボランティアによる粉末緑茶の
摂取と運動療法による閉経後骨粗鬆症予防
効果の検討 
 健康教室に通っている 60-80 代の女性 11
名を対象として、粉末緑茶摂取と運動の影響
について検討した。食事調査結果、身体活動
量調査結果では、アクティブ郡、プラセボ群
とも充足率が高かった。骨密度計による測定
結果では、56日後の結果で、アクティブ郡に
有意な増加傾向が認められた。 
 現在、年代の異なるボランティアでさらに
調査を継続中である。 
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